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「自分で計画・設計したものが形となり、市民の皆さんの生活に直結することが 

多いため、責任は重いですが、とてもやりがいがあります。」 

・現在の自分の主な担当業務 

現在の課では、市内の公園の整備・維持管理や弘前城重要文化財保存修理事業に関する業務に携わってきまし

た。現在は、主に弘前城にある重要文化財建造物（天守、櫓、城門）を後世にしっかりとした状態で引き継いで

いくための保存修理や構造補強の工事監督業務を担当しています。 

 

・仕事をする上で心がけていることは？ 

 常に謙虚でいること。わからないことは素直に詳しい人に聞くように心がけています。 

 新しい業務に取り組むときは、仕事の目的を自分なりによく考えてから行動するようにしています。 

 

・今までの業務で印象に残っていることは？ 

 公園の古くなった遊具などを更新する業務を担当していたときに、新しくなった遊具で子供たちが楽しそうに

遊んでいる光景をみて、市民の皆さんの役に立てたと実感できたことが強く印象に残っています。 

 

・これまでの業務で大変だったことは？ 

 これまで公園の整備や維持管理業務に多く携わってきましたが、公園を利用される方の要望などをたくさん伺

う機会があり、そんな中で、正解は一つに限らず、多種多様な価値観を考慮し、最善策を検討することが大変で

す。地元町会に相談させていただくこともありますし、公園行政は地域の皆さんの協力があり成り立っていると

感じています。 

 

・弘前市職員として働くことの魅力は？ 

仕事を通じて、弘前市が持っている魅力を感じることができるところです。 

 現在携わっている業務では、担当していく中で弘前市の文化財に興味が沸き、日々勉強しながら、やりがいを

感じて仕事に励んでいます。 


